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へ
・

順
調
に
．
進
む

遠

賀

川

河

口

堰

の

建

設

完

成

す

れ

ば

水

不

足

が

解

消

∴
「

欄
∬
肝
脚
肝

水
源
の
確
保
を
目
的
と
し
て
建
設
さ

れ
て
い
る
遠
賀
川
河
口
堰
は
、
昭
和
四

十
九
年
度
に
農
、
漁
業
団
体
と
の
諸
問

題
を
解
決
し
て
、
昭
和
五
十
年
一
月
に

第
一
期
工
事
に
着
手
し
て
以
釆
工
事
は

噸
調
に
進
み
、
現
在
で
は
水
巻
側
か
ら

三
つ
の
堰
桂
と
調
整
・
整
水
の
そ
れ
ぞ

れ
の
ゲ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
第
二
期
工
事
で
は
、
五
十
二
年
九

月
ま
で
に
二
つ
の
堰
柱
が
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遠
賀

川
沿
線
の
湿
地
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
・
こ

れ
ま
で
は
猪
熊
地
区
ま
で
に
矢
板
を
打

ち
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
伊
左
座
の
北
九
州
工
業
用
水
堰

ま
で
延
長
さ
れ
、
河
口
堰
の
建
設
と
並

行
し
て
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
河
口
堰
の
完
成
は
、
五

十
五
年
三
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

河川を美し　く

毒ｉ、
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．
川
面
棚

1

－

　

－

　

－

－

一

　

－

．

－
・
　
Ｈ
　
．
＝
　
Ｈ
Ｈ
ｒ
・

＝

　

　

＝

－

－

－

－

　

　

－

－

‖

ｎ

Ｈ

Ｈ

ｎ

＝
．
日
1
－
．
・
＝
ｍ
調
川
．
肌
川
棚

＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
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Ｈ
Ｈ
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．
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邸
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Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
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町
内
に
は
大
き
な
川
と
し
て
堀

川
、
曲
川
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の

支
流
と
し
て
数
多
く
の
川
や
下
水

道
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
私
た
ち
の

生
活
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
切
な
間
で
も
あ
り
ま
す
。

特
に
沿
線
住
民
に
と
っ
て
は
水

害
及
び
環
境
衛
生
上
大
き
な
影
響

を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。
町
や
県

で
は
こ
れ
ら
の
川
の
整
備
を
重
要

な
政
策
と
し
て
取
組
ん
で
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
川
に
ご
み
を
捨
て

る
心
な
い
一
部
の
人
が
い
る
た
め

に
、
ご
み
が
堆
積
し
て
美
観
を
損

ね
た
り
意
臭
を
放
つ
な
ど
、
み
ん

な
が
大
変
不
愉
快
な
思
い
を
し
ま

す
。
そ
し
て
ま
た
、
川
の
流
れ
が

悪
く
な
れ
ば
水
害
の
原
因
に
も
な

り
災
害
防
止
上
重
大
な
影
響
が
で

て
き
ま
す
。

河
川
の
沿
線
住
民
の
か
た
は
お

互
い
に
注
意
し
て
、
用
に
ご
み
な

ど
を
捨
て
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く

だ
さ
ｌ
い
。

1

ヽ

ｔ

．

ま
た
、
、
奉
な
ど
で
大
型
ご
み
や

産
業
廃
棄
物
な
ど
を
投
棄
す
る
現

場
を
か
け
た
ら
、
社
瑠
惨
や
い

は
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
し
て
警
察
署

保
健
所
、
役
場
な
ど
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。



賢軍
Ｊ

▽
…
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
、
家
庭
の
経
済
を
中
心
に
営
ま
れ
て
い
ま
…
△

▽
…
す
。
給
料
や
商
売
の
収
入
に
よ
っ
て
生
活
し
ま
す
が
、
今
日
で
は
…
△

▽
…
国
や
地
方
公
共
団
体
の
活
動
と
離
れ
て
生
活
す
る
こ
と
は
で
き
ま
…
△

▽
…
せ
ん
。
た
と
え
ば
道
路
な
ど
は
毎
日
の
生
活
に
ど
う
し
て
も
必
要
…
△

▽
…
で
す
し
、
警
察
や
消
防
が
な
け
れ
ば
因
り
ま
す
。
国
や
地
方
公
共
…
△

▽
…
団
体
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
全
体
に
と
っ
て
必
要
な
し
ご
と
を
受
…
△

▽
…
け
も
ち
、
そ
の
費
用
を
ま
か
な
う
た
め
に
、
税
金
や
公
債
な
ど
の
…
虻

▽
…
形
で
収
入
を
得
て
い
ま
す
。
今
日
は
、
そ
の
税
金
と
皆
さ
ん
の
生
…
△

▽
…
活
の
結
び
つ
き
を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
∴
：
、
…
：
△
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給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
を
も
ら
っ
た
と
き

そ
の
所
得
税
は
天
引
き
で
徴
収
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
1
2
月
に
年
末
調
整
に

よ
っ
て
一
年
間
の
所
得
税
が
精
算
さ
れ

ま
す
。サ

ラ
リ
ー
マ
ン
が
納
め
る
所
得
税
は

こ
の
よ
う
に
源
泉

Ｊ
　
徴
収
制
度
を
と
っ

て
い
ま
す
。
こ
の

．
源
泉
徴
収
制
度
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

と
っ
て
も
、
国
に

、
と
っ
て
も
便
利
な

制
度
で
す
が
、
自

分
で
税
金
の
計
算

や
申
告
を
し
な
い

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

は
、
給
料
な
ど
に

か
か
る
所
得
税
が

ど
ん
な
方
法
で
算

出
さ
れ
て
い
る
か

ご
存
知
で
な
い
か

た
も
あ
る
よ
う
で

す
。そ

し
で
年
収
三

百
万
円
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
を
例
に
と
っ
て
計
算
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
（
下
図
）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

普
通
、
サ
ラ
リ
し
マ
ン
の
所
得
税
は

年
末
調
整
で
精
算
さ
れ
ま
す
が
、
次
の

よ
う
な
か
た
は
確
定
由
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
給
与
の
年
収
が
一
千
万
円
を
超
え

る
人
、
㊥
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万

円
を
超
え
る
人
。

確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合

①
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
購
入
し
た
と
き
、
㊤
災
害
や
盗
難
に

あ
っ
た
と
き
、
㊥
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
と
き
、
④
所
得
が
あ
ま
り
多
く

な
い
人
で
原
稿
料
や
配
当
が
あ
る
と

き
。

年収300万円で夫婦と子供2人の場合（昭和51年分）．

：；給与’薪得控除言

1．．，．ｐ坤 ，＿ｑ叩円享

ＪＪ

サラリーマンの必要：

経費などの要素を持つ：

控除で次のとおりです。；

（年収）

125万円まで　50万円：

125万円～150万円

年収×40％：

150万円～300万円　1

年収×30％＋15万円：一一

300万円～600万円
年収×20％＋45万円：

Ｊ

600万円超　　　　　　し

年収×川％＋105万円：

芋；所　 得　 控　 除㌍
1，200ぅ000円 烹

Ｃｌ

基礎控除　　　　　26万円：

配偶者控除　　　　26万円：

扶養控除（1人）26万再

課税所得
750，000円

所得税；社会保険料控除　支払輿

78，000円ｉ生命保険料控除

（穀高）5万円

：損害保険料控除

短期　　（最高）3，000円

：長期（最高）1万5，000円：

一：このほか、老年者控除、障：
：害者控除などがあります。：

□

記
を
す
る
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。

新
築
住
宅
の
保
存
登
記
や
移
転
登
記

で
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
も
の
は

税
率
が
〇
・
一
㌫
と
た
い
へ
ん
軽
く
な

り
ま
す
。

④
昭
和
5
2
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
新
築

し
た
家
屋
。
㊥
新
築
後
一
年
以
内
の
登

記
で
あ
る
こ

不
動
産
を
買
っ
た
と
き
の
税
金

登
録
免
許
税

土
地
や
家
の
所
有
権
移
転
な
ど
の
萱

二
㌦

登 記 の 原 因 税　 率

所 有権 の移転

売　 買 5．0％

贈　 与 2，5％

相　 続 0．6％

、‘所 有 権 の 保 存 0．6％

と
。
㊥
家
屋

の
床
面
積
が

1

6

5

平

方

㍍
以
下
で
あ

る
こ
と
。
④

新
築
し
た
人

の
住
宅
用
姪

物
の
保
存
登

記
で
あ
る
か

ま
た
は
、
斬

築
し
た
人
か
ら
購
入
し
た
人
の
住
宅
用

建
物
の
移
転
登
記
で
あ
る
こ
と
。

不

動

産

取

得

税

土
地
や
家
な
ど
を
取
得
し
た
と
き
に

か
か
る
税
金
で
す
。
こ
の
税
金
は
都
道

府
県
税
で
、
槙
準
税
率
は
不
動
産
価
額

の
3
㌫
で
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
購
入

し
た
人
は
最
高
3
万
円
が

3
年
間
税
金
か
ら
引
か
れ

ま

す

　

1

！

＼
増
で
住
む
鎚
め
に
住
宅
を
新
築
し

た
り
、
新
築
住
宅
を
買
っ
た
り
し
た
と

き
は
、
そ
の
住
宅
に
居
住
し
た
年
か
ら

賎
Ⅷ

住
宅
取
得
控
除
が
受
け
′
轟

与
「

講
　
習
　
会

㊥
二
級
建
築
士

▼
受
講
資
格
　
中
卒
者
で
経
験
七
年

で
す
が
、
大
工
さ
ん
や
建
築
業
者

で
暇
が
な
い
、
勉
強
を
し
て
い
な

い
な
ど
の
人
た
ち
の
た
め
の
特
別

講
習
会
で
す
。

▼
受
講
料
　
六
万
八
千
円

▼
日
程
　
第
一
回
　
1
0
月
9
日
、
二

回
1
1
月
4
日
、
三
回
2
月
2
3
日
、

四
回
3
月
6
日
、
五
回
4
月
9
日

㊥
一
二
一
級
土
木
施
工
管
理
技

士▼
受
験
資
格

。
無
資
格
者
の
場
合
中
卒
で
八
年
、

工
業
高
校
卒
で
三
年
、
普
通
高
校

卒
で
四
年
半
で
二
級
が
受
験
で
き

ま
す
。

。
す
で
に
二
級
に
合
格
し
て
い
る
と

き

二
級
受
験
に
必
要
な
経
験
年
数

プ
ラ
ス
六
年
以
上
の
人
は
今
年
一

級
が
受
験
で
き
ま
す
。

▼
受
講
料
　
五
万
八
千
円

▼
日
程

。
一
級
　
第
一
回
　
1
0
月
7
日
、
二

回
1
1
．
月
3
日
、
三
回
　
2
月
2
1
日

四
回
3
月
4
日

。
二
級
　
第
一
回
　
1
0
月
7
日
、
二

回
1
1
月
3
日
、
三
回
2
月
2
2
日

四
回
3
月
5
日

㊥
京
用
管
理
責
任
者

▼
受
講
資
格
　
現
在
ま
た
は
将
来
の

建
設
業
の
事
業
主
ま
北
悍
人
的
管

、
理
担
当
者
で
健
全
な
成
年
男
女
。

▼
受
講
料
一
万
五
千
円

時
間
は
す
べ
て
午
前
十
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
。
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①
そ
の
夫

婦
の
婚
姻
期

間
が
2
0
年
以

一
年
間
に
贈
与

を
受
け
た
財
産
の

価
額
を
合
計
し
て

6
0
万
円
を
こ
え
る

と
き
は
、
贈
与
税

の
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
贈
与
税
の
申

告
と
納
税
は
、
腰

上
で
あ
る
こ

と
、
㊥
贈
与
財
産
が
居
住
用
の
土
地
家

屋
で
あ
る
こ
と
、
㊥
贈
与
を
受
け
た
土

地
家
屋
に
実
際
に
居
住
し
、
そ
の
後
も

引
続
い
て
居
住
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
。な

お
、
こ
の
配
偶
者
控
除
は
一
生
に

一
度
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

与
を
受
け
た
年
の
翌
年
2
月
一
日
か
ら

3
月
1
5
日
ま
で
で
す
。

贈
与
税
額
が
5
万
円
を
こ
え
て
い
て

一
時
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は

5
年
以
内
の
年
賦
延
納
が
で
き
ま
す
。

延
納
し
た
と
き
は
年
利
6
・
6
㌫
の
利

子
税
が
か
か
り
ま
す
。

夫
婦
の
間
で
居
住
用
不
動
産

の
贈
与
が
行
な
わ
れ
た
と
き

夫
婦
の
間
で
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま

る
贈
与
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
最
高
一

千
万
円
ま
で
の
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

お
年
寄
り
本
人
が
受
け
ら
れ

る
特
典

老
年
者
控
除

2
0
万
円
を
所
得
金
額
（
一
千
万
円
以

下
）
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

老
年
者
年
金
特
別
控
除

お
年
寄
り
が
受
け
る
公
的
年
金
や
恩

給
は
、
長
年
の
勤
労
の
対
価
、
老
後
の

生
活
の
保
障
と
い
う
点
で
一
般
の
人
が

受
け
る
給
料
な
ど
と
性
質
が
異
な
り
ま

す
。
．
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
て
、
お

年
寄
り
が
受
け
る
公
的
年
金
や
恩
給
に

つ
い
て
は
、
そ
の
年
中
の
収
入
金
額
か

ら
7
8
万
円
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。お

年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る

人
が
受
け
ら
れ
る
特
典

親
族
を
扶
養
し
て
い
る
人
は
、
そ
の

親
族
が
通
常
の
扶
養
親
族
で
あ
る
場
合

は
扶
養
控
除
と
し
て
一
人
当
り
2
6
万
円

を
所
得
金
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
扶
養
親
族
が
老

人
で
あ
る
場
合
に
は
、
2
6
万
円
の
控
除

に
か
え
、
一
人
当
り
3
2
万
円
を
所
得
金

額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

老
人
扶
養
親
族
と
は
次
に
あ
て
は
ま

る
人
で
す
。

①
生
計
を
一
に
す
る
親
族
や
、
都
道

府
県
知
事
か
ら
養
護
の
委
託
を
受
け
た

老
人
、
㊥
年
齢
が
7
0
歳
以
上
で
、
し
か

も
障
害
者
で
な
い
こ
と
。
⑨
所
得
が
全

く
な
い
人
か
、
あ
っ
て
も
自
分
の
勤
労

に
よ
る
所
得
で
あ
る
給
与
等
で
あ
る
と

き
は
2
0
万
円
以
下
。
（
給
与
所
得
以
外

1
0
万
円
以
下
〕

、

　

一

え
る
と
、
夫
の
所
得
か
ら
配
偶
者
控
除

（
2
6
万
円
）
が
受
け
ら
れ
な
ぐ
な
っ
た

り
、
主
婦
自
身
に
税
金
が
か
か
っ
た
り

し
ま
す
。

パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
、
給
与
所
得

に
な
り
ま
す
か
ら
給
与
所
得
控
除
を
差

引
い
た
額
が
2
0
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、

配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た

2
6
万
円
（
基
礎
控
除
）
を
こ
え
る
と
、

主
婦
自
身
に
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

給
与
所
得
控
除
は
、
年
収
1
2
．
5
万

円
ま
で
は
一
律
に
5
0
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
パ
ー
ト
の
年
収
と
税
金
の

関
係
は
、
左
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

相
続
と
妻
の
税
金
　
′

妾
が
納
め
る
相
続
税
の
計
算
を
す
る

と
き
は
、
配
偶
者
の
税
額
軽
減
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
妻
が

相
続
や
遺
贈
に
よ
り
も
ら
っ
た
財
産
が

遺
産
の
3
分
の
1
か
、
4
0
0
0
万
円

の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
多
い
額
以
下
で
あ

れ
ば
妻
に
は
相
続
税
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
こ
の
配
偶
者
の
税
額
軽
減
を
受
け

る
た
め
に
は
、
相
続
税
の
申
告
書
に
戸

籍
謄
本
な
ど
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

（3）

贈与税の速算表
！ 基礎 控 除後

： の課 税価 格
税 率 控 除 嶺 ｉ

50 万円 以 下

％ 万可

10 －

70　 ク 15 2 ．5 ；

10 0　 〃 20 6 ．0

14 0 ‾　ク 25 1 1 ．0　 ；

200　 〃 30 18 ．0

280　 ク 35 28 ．0

40 0　 ヶ 40 42 ．0

55 0　 ク 4 5 62 ・0 ：

80 0　　 ノケ 50 89 ・5 ｉ

： 1 ，300　 ヶ 55 129 ．5

； 2 ，000　 ク 60 194 ．5 ｉ

： 3 ，500　 ク 65 2 94 ．5

； 7 ，00 0　 ノケ 70 4 69 ．5

： 7 ，0 00 万円超 75 819 ．5

パ

ー

ト

収

入

と

所

得

税

最
近
は
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
で
働
く

主
婦
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
パ
ー
ト
に
よ

る
収
入
と
税
金
の

し
．
関
係
で
す
が
、
年

収
が
一
定
額
を
こ

！トト恨九と所待税

性届轍
夫の所動3 パ甲臥Ｉｌ
配脚 線が所得秒†

撤疎 垂け放る碑料

肋 内喝
7‘が旭下

受舶れ軋ｔ

■　日 ．痩 け細 互い かかる

▼
問
合
せ
　
商
工
業
振
興
協
会
西
日

本

支

部

（

含

0

9

2

・

4

7

2

・

2
4
8
1
〕

福
岡
県
警
察
官
の
募
集

▼
採
用
予
定
人
員
　
約
8
5
名

▼
試
験
日

第
一
次
試
験
　
1
0
月
3
1
日

第
二
次
試
験
　
1
1
月
下
旬

▼
試
験
場
所
　
北
九
州
市
小
倉
高
校

▼
受
験
資
格
　
短
大
及
び
高
校
卒
業

者
ま
た
は
、
昭
和
5
2
年
3
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
者
で
、
昭
和
2
4

年

4

月

2

日

か

ら

昭

和

3

4

年

4

月

1
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
。

▼
受
付
期
間
　
9
月
2
1
日
～
1
0
月
2
0

日
▼
申
込
み
と
問
合
せ
　
福
岡
市
中
央

区
天
神
一
ノ
一
ノ
二
県
警
察
本

部
警
務
課
試
顔
係
。
問
合
せ
は
各

警
察
所
ま
た
は
派
出
所
へ
。

農
業
生
活
改
良
普
及
員

資
格
試
験

▼
試
験
日
と
場
所
　
1
0
月
2
7
日
～
2
9

日
ま
で
の
3
日
間
、
午
前
9
時
か

ら
、
筑
紫
野
市
古
賀
県
立
農
業
講

習
所

▼
試
験
区
分
　
農
業
改
良
普
及
員
、

生
活
改
良
普
及
員

▼
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
9
月
3
0

［
口

▼
申
込
み
　
受
験
願
書
に
必
要
な
事

輿
を
記
入
し
、
受
験
票
の
裏
面
に

2
0
、
円
切
手
と
、
写
真
票
に
写
真
を

は
り
、
さ
ら
に
受
験
音
数
料
5
0

0
円
を
添
え
て
中
央
区
天
神
、
県

農
政
部
農
業
技
術
課
に
提
出
す
る

こ
と
。
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昭
圧
和
叫
五
鼎
削
思
画
一
山
背
度

名
前
の
載
っ
て
い
な
い
か
た
は

教
育
委
員
会
に
連
絡
く
だ
さ
い

町
教
育
委
員
会
で
は
、
来
春
（
昭
和

五
十
二
年
度
）
の
小
学
校
入
学
予
定
者

（
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
四
十

六
年
四
月
一
日
生
れ
の
者
）
を
把
握
す

る
た
め
、
住
民
票
に
よ
っ
て
名
簿
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

来
春
入
学
の
予
定
で
あ
り
な
が
ら
、

次
の
名
簿
に
名
前
の
載
っ
て
い
な
い
か

た
は
、
町
教
育
委
員
会
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

伊
左
座
小
学
校
区

立
屋
敷
該
当
者
な
し

伊
左
座
　
冨
山
馨
子
、
藤
元
香
織
、

千
々
和
克
昭
、
今
井
克
幸
、
瀬
尾
嘉
宏

永
沼
和
幸
、
山
本
道
浩

上
二
　
田
申
雅
一
、
孫
怜
子
、
狩
野

祐
子
、
長
演
寿
子
、
船
津
麻
子
、
河
村

瑞
穂
、
栗
木
康
輔
、
有
光
正
孝
、
黒
木

博
文
、
仲
真
悟

上
二
町
営
住
宅
　
原
田
哲
也
、
富
田

満
美
、
上
坂
都
子

林
住
宅
　
森
靖

み
ず
ほ
団
地
　
木
原
義
樹
、
山
本
知

佐
子
、
米
徳
貴
之
、
十
亀
宏
史
、
鈴
木

隆
弘
、
浜
田
直
子
、
三
浦
綾
子
、
吉
田

慎
二
、
川
崎
純
二
入
江
直
美
、
墳
寛

小
野
典
子
、
南
秀
樹
、
菅
原
勝
彦
、
濱

田
嘉
博
、
北
島
雪
恵
、
松
田
浩
太
郎
、

新
徳
亜
紀
、
大
村
泰
弘
、
番
月
雅
樹
、

高
橋
真
悟
、
杉
野
文
番
、
中
島
良
幸

下
二
　
北
村
靖
子
、
石
井
暁
、
福
田

礼
子
、
吉
原
竜
二
、
天
野
和
事
、
高
橋

尚
也
、
田
中
龍
太
郎
、
牧
嶋
和
代
、
康

孝
博
、
吉
田
の
り
子
、
荒
竹
美
保
、
小

田
昌
子
、
下
薗
修
一

下
二
町
営
住
宅
　
吉
永
恭
浩
、
鎌
倉

良
平
、
岩
永
事
征
、
園
山
香
、
久
富
由

紀
子入

江
興
産
社
宅
　
江
口
誠
、
小
山
麓

子
、
河
野
勝
彦
、
荒
川
勝
宏
、
新
地
博

島
本
淳
子

吉
田
小
学
校
区

吉
田
一
′
井
川
知
美
、
上
田
水
無
、

遠
藤
勝
司
、
井
上
篤
、
竪
山
徹
一
、
荒

木
裕
子
、
安
田
美
穂
、
東
義
博
、
佐
伯

浩
江
、
曹
村
誠
、
前
川
義
文
、
川
崎
明

美
、
有
留
敏
之
師
、
田
代
智
恵
美
、
佐

々
木
勝
博
、
石
山
貴
宏
、
権
藤
裕
子

青
田
二
　
川
本
正
広
、
専
一
、
高
田

生
子
、
副
田
敬
二
郎
、
長
尾
博
美
、
安

永
真
由
美
、
戸
田
香
織
、
金
久
代
、
森

田
信
博
、
江
崎
明
徳
、
田
中
芳
任
、
菅

一
応
、
白
石
成
輝
、
藤
崎
由
佳
理
、
文

一
仙
、
山
田
理
恵
、
万
浩
美
、
城
水
善

紀
、
金
直
樹
、
松
崎
ひ
と
み
、
生
木
珠

二
白
石
宗
範
、
岡
部
幸
茂
、
小
松
田

有
希
子
、
白
濱
由
番

吉
田
三

池
上
博
、
加
茂
秀
樹
、
上
滝
香
織
、

須
藤
淳
太
、
松
永
喜
美
子
、
富
永
あ
け

み
、
期
含
浩
二
、
川
崎
曙
嚢
、
福
井
友

美
、
蠣
本
秀
信
、
楠
元
美
貴
、
藤
崎
伊

二
十

保
子
、
藤
崎
利
治
、
梶
川
噸
子
、
城
戸

仁
子
、
鄭
成
資
、
斉
藤
茂
郎
、
金
哲
治

石
田
正
登
、
金
由
枝

緑
風
園
　
瀬
口
禎
信
、
小
串
恭
子

青
田
団
地
　
吹
田
政
之
、
田
上
め
ぐ

み
、
堀
美
寿
穂
、
森
下
陽
子
、
花
川
雅

宏
、
山
野
進
、
門
田
裕
二
、
吉
田
香
津

代
、
辻
め
ぐ
み
、
坂
本
真
実
、
岡
本
木

綿
子
、
阿
部
あ
ゆ
み
、
粟
屋
朗
、
鬼
木

美
枝
、
竹
口
真
由
美
、
平
塚
政
美
、
黒

土
哲
也
、
森
義
貴
、
池
田
由
義
、
岩
留

真
理
、
中
村
一
樹
、
石
松
千
登
勢
、
甘

水
和
子
、
石
飛
賢
二
、
立
花
浩
、
山
万

春
芳
、
北
原
球
、
新
家
秀
幸
、
平
川
噸

児
、
中
野
義
彦
、
山
川
雪
絵
、
石
山
智

久
、
服
部
要
子
、
小
田
宏
、
大
竹
正
芳

白
濱
弥
生
、
田
口
真
一
、
山
下
き
よ
、

松
成
弘
、
山
形
祥
子
、
佐
藤
美
佳
、
山

口
法
生
、
松
尾
置
博
、
右
藤
達
也
、
永

田
耕
一頃

末
小
学
校
区

頃
幕
　
能
美
幸
子
、
尾
形
広
子
、
雀

寛
子
、
大
橋
和
彦
、
久
保
田
淳
之
、
世

良
露
、
桂
和
子
、
松
浦
秀
男
、
梶
野

信
作
、
川
脇
博
茂
、
井
上
美
加
、
村
松

智
子
、
小
川
稔
、
吉
富
巧
嗣
、
垣
花
貴

子
、
上
杉
達
朗
、
清
水
岳
、
竹
内
智
子

入
江
成
圭
、
藤
井
由
紀
、
森
田
英
幸
、

久
保
田
淳
子
、
前
田
秀
則
、
山
下
美
香

中
川
悟
、
武
尾
由
佳
、
近
藤
政
人
、
金

由
枝
、
野
口
隆
憲
、
大
江
賢
文
、
小
西

恵
美
、
丁
和
順
、
竹
井
宏
彰
、
本
松
美

等
、
本
多
典
子
、
金
孝
志
、
山
之
内
す

み
か
、
池
上
陽
子
、
安
部
勉
、
竹
間
誠

二
、
平
山
智
子
、
粟
原
京
子
、
森
田
番

世
、
工
藤
誉
之
、
白
石
文
恵
、
徳
永
弟

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

9

月

2

1

日

～

9

月

3

0

日

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
防
止
に
協
力
を
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

己
、
井
上
裕
美
、
渡
連
恭
子
、
桑
野
陽

子
、
武
尾
秀
治
、
木
原
栄
、
溝
部
涼
子

申
牟
田
浩
子

松
栄
荘
団
地
．
豊
渾
英
明
、
竹
田
達

也
、
安
元
光
腐
、
平
野
由
美

美
音
野
団
地
　
成
田
哲
哉
、
坂
本
康

博
、
中
島
真
由
美
、
永
野
直
樹
、
吉
川

成
一
、
別
府
幸
一
、
長
谷
佐
智
子

鯉
口
区
　
井
上
奈
緒
美
、
吉
岡
健
二

瀬
川
聖
子
、
池
松
正
行

払
小
学
校
区

帆
　
花
田
知
英
、
物
部
美
世
子
、
荒

木
健
一
、
同
番
衝

古
賀

生
博
文
、

西
田
亨
、

浦
秀
徳

新
生
街

払
社
宅

竹
添
保
路

井
地
景
子
、
興
相
弘
之
、
瓜

山
本
英
次
郎
、
渾
連
幸
蔵
、

綾
野
美
枝
、
平
城
憲
章
、
美

緒
方
由
美

樋
口
佳
美
、
尾
崎
早
苗
、

古
賀
区
　
田
中
貴
子
、
稲
益
智
広
、

田
野
博
昭
、
川
辺
由
紀
、
江
口
一
徳
、

間
野
絵
里
、
八
釆
宏
、
桂
良
徳
、
渡
辺

満
美
、
林
田
法
子
、
税
所
和
徳
、
八
十

島
司猪

熊
小
学
腰
嘔

＼
樋
口
　
川
崎
浩
、
藤
井
美
保
、
文
麗

花
、
白
石
洋
子
、
津
留
広
美
、
大
山
勝

博
、
日
々
谷
万
里
子
、
桃
本
栄
華
疑

義
千
栄
、
儲
木
敏
弘
、
木
村
智
恵
ヾ

ｔ

ｌ

ｔ

福
島
眞
蘭
、
悠
㌢
子
、
松
浦
郁
島
、

李
幸
恵
、
三
賛
貴
美
子
、
丸
村
博

猪
熊
　
田
中
智
子
、
瀧
井
其
裁
、
三

村
剛
、
安
恒
直
樹
、
佐
藤
窪
、
松
尾
貴

美
子
、
渡
連
敦
、
江
藤
新
悟
、
大
貝
雅

昭
、
古
川
喜
美
子
、
池
田
恭
子
、
岩
根

真
樹
、
古
瀬
力
、
江
藤
宏
、
江
藤
寿
賀

子
、
福
崎
延
治
、
前
田
佳
代
、
天
川
綾

子
、
柴
田
孝
彰
、
山
田
裕
美
、
深
水
美

子
、
小
林
弘
子
、
原
田
正
崇
、
大
場
健

二
、
金
子
忠
、
石
井
恒
治
、
三
島
敦
子

宮
崎
貴
敏
、
草
葉
美
幸
、
巻
幡
昌
美
、

原
万
寿
恵
、
江
藤
恵
美
子
、
近
藤
雅
美

柴
田
政
彦
、
角
精
一
、
山
下
真
理
子
、

小
野
潤
也
、
池
田
美
知
子
、
高
祖
睦
、

正
野
千
恵
、
石
崎
敦
子
、
原
田
直
子
、

野
見
山
豊
人
、
和
田
武
士
、
小
鉢
美
香

木
村
晋

猪
熊
町
営
住
宅
　
深
谷
新
一
、
一
所

美
香
、
福
田
亜
由
美
、
大
山
克
己
、
大

木
芳
美
、
行
徳
美
和
、
濱
守
英
俊
、
日

高
耕
一高

松
区
　
秋
吉
研
二
、
永
田
修
一
、

湯
浅
裕
二
、
平
本
雪
絵

高
松
団
地
　
桑
原
美
由
紀
、
松
浦
由

紀
、
里
真
一
郎
、
奥
山
真
由
美
、
宮
田

真
一
、
西
村
昌
幸
、
吉
富
弥
生
、
福
嶋

昭
雄
、
新
開
美
由
紀
、
永
沼
啓
介

梅
の
木
区
　
平
野
美
事
、
深
見
俊
弘

三
ツ
頭
区
　
永
山
勇
、
渾
山
祥
博
、

細
菌
睦
美
、
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新
教
育
長
に
副
田
寿
一
氏
が
就
任

五
十
年
十
一
月
に
教
育
長
に
就
任
さ
　
　
こ
の
後
、
吉
田
の
副
田
寿
一
氏
が
教

れ
、
町
の
教
育
行
政
を
担
当
さ
れ
て
い
　
育
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

た
永
沼
子
氏
が
病
気
の
た
め
に
辞
任
、

町
民
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

教
育
行
政
を
考
え
て
い
き
た
い

教
育
長
　
副
　
田
　
寿
一今

度
図
ら
ず
も

教
育
長
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
責

任
の
重
大
き
を
痛

感
し
て
お
り
ま

す
。
今
ま
で
現
教

育
界
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
新
聞
等

で
知
る
限
り
で
、

対
岸
の
火
事
の
よ

う
に
思
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
真
剣
に
水

巻
町
教
育
行
政
と
取
り
組
ん
で
ゆ
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

末
だ
就
任
し
た
ば
か
り
で
将
来
の
抱

負
を
語
る
だ
け
の
知
識
を
持
ち
合
せ
ま

せ
ん
が
、
今
後
充
分
勉
強
致
し
ま
し

て
、
水
巻
町
教
育
行
政
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
明
る
い
学
校
教
育
明
る
い
社
会

教
育
を
目
標
に
、
教
育
委
員
の
か
た
と

協
議
を
重
ね
な
が
ら
努
力
致
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

水
巻
町
は
日
本
炭
磯
が
閉
山
し
、
炭

磯
の
町
か
ら
北
九
州
市
の
郊
外
都
市
へ

と
変
貌
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。
環
境
の
変

化
が
教
育
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
教
育
は
学
校
教
育
の

み
が
教
育
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
の

教
育
、
社
会
の
教
育
が
そ
れ
ぞ
れ
結
び

つ
か
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。
水
巻
町
の
教

育
に
つ
い
て
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
、
色
々
の
立
場
か
ら
私
た
ち
教

育
委
員
に
御
指
導
と
御
助
言
を
賜
り
ま

す
よ
う
御
顧
い
申
上
げ
就
任
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

経

　

　

歴

氏
名
　
副
田
寿
一

生
年
月
日
　
大
正
4
年
7
月
3
日
生

住
所
　
水
巻
町
吉
田
1
6
1
6

昭
和
1
2
年
3
月

三
重
高
等
農
林
農
業
土
木
科
卒
業

昭
和
1
3
年
4
月
　
宮
崎
農
学
校
教
諭

昭
和
1
7
年
4
月
　
遠
賀
農
学
校
教
諭

昭
和
2
2
年
5
月

日
本
炭
碗
株
式
会
社
入
社

昭
和
3
9
年
4
月
　
同
社
土
地
課
長

現
在
に
至
る

▼
運
行
日
程
　
5
2
年
1
月
1
4
日

～
1
月
2
7
日
ま
で
の
1
4
日
間

呈

▼

∵

二

∵

∵

町

代

表

選

手

奮

闘

地表海

県
民
の
体
力
向
上
を

目
的
と
し
て
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
県
民
体
育
大

会
夏
期
大
会
（
水
泳
）

に
水
巻
町
か
ら
も
遠
賀

郡
を
代
表
し
て
選
手
が

参
加
、
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

県
内
の
郡
市
の
代
表

を
集
め
て
田
川
市
民
プ

ー
ル
で
開
か
れ
、
遠
賀

か
ら
参
加
し
た
選
手
の
う
ち
㍉
本
田
浩

二
く
ん
、
中
村
時
夫
く
ん
、
野
村
久
寿

美
さ
ん
の
三
人
が
見
事
入
賞
し
ま
し

た
。結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
Ｅ
級
（
一
般
の
部
）
百
㍍
平
泳

一
位
　
本
田
浩
二
　
（
高
二
）

▼
Ｄ
疲
（
中
学
生
の
部
〕
五
十
㍍
自
由

形
二
位
　
中
村
時
夫
（
水
巻
中
二
）

▼
Ｅ
級
（
中
学
生
の
部
）
百
㍍
自
由
形

三
位
野
村
久
寿
美
（
水
巻
中
三
）

幕を員団

郡
を
代
表
し
て
水
巻
町
　
本
田
浩
こ
く
ん

＼

福岡県青年の船一般

体
か
ら
推
薦
を
う
け
た
者

▼
提
出
書
類
　
申
込
善
一
通
、

作
文
一
編
、
戸
籍
抄
本
一
通

住
民
票
抄
本
一
通
履
歴
書
一

通
、
健
康
診
断
書
一
通
、
写

真
一
枚

▼
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、

県
内
に
一
年
以
上
居
住
す
る

者
で
、
5
1
年
4
月
1
日
現
在

満
2
0
歳
以
上
2
6
歳
未
満
の
男

▼

月　募　女
15　築
日．期

間

9

月

1

6

日

～

1

0

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
先
転

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

一

　

　

　

　

　

　

ｌ

ｔ

ヽ
・
、
．

生
活
環
境
の
整
備
に

役
立
っ
て
い
ま
す

郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
、
大
正

五
年
に
無
診
査
、
月
掛
、
集
金
を

特
徴
と
し
た
国
営
の
生
命
保
険
と

し
て
創
設
さ
れ
、
全
国
の
郵
便
局

で
そ
の
取
扱
い
が
始
り
ま
し
た
。

こ
の
簡
保
資
金
は
、
加
入
者
の

大
切
な
財
産
と
し
て
市
町
村
な
ど

の
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
、
公

社
、
公
庫
、
公
団
な
ど
政
府
機
関

に
融
資
さ
れ
、
住
宅
や
道
路
、
学

校
、
交
通
機
関
な
ど
み
な
さ
ん
の

生
活
に
結
び
つ
い
た
身
近
な
生
活

環
境
の
整
備
拡
充
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。水

巻
町
で
も
五
十
年
度
中
に
、

公
営
住
宅
建
設
事
業
、
義
務
教
育

施
設
整
備
事
業
、
鉱
害
復
旧
事

業
、
産
炭
地
城
開
発
就
労
事
業
な

ど
に
総
額
六
億
二
千
二
百
十
万
円

の
融
資
を
受
け
、
現
在
ま
で
の
融

資
額
の
累
計
は
十
七
億
八
千
百
五

十
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
簡
易
保
険
で
は
、
加
入

者
ホ
ー
ム
、
保
養
セ
ン
タ
ー
、
診

療
所
な
ど
の
福
祉
施
設
を
全
国
各

も

ｔ

．

地
に
設
置
し
、
加
入
者
の
福
祉
の

増
進
に
も
努
め
て
い
ま
す
、

あ
な
た
も
郵
便
局
の
簡
易
保
険

に
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
り
し

ま
す
。
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育

犬

登

録

と

予

防

注

射

町
で
は
昭
和
五
十
一
年
度
の
畜
犬
登

録
及
び
第
二
回
（
秋
期
）
狂
犬
病
予
病

注
射
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

生
後
三
ケ
月
以
上
に
な
る
犬
を
飼
っ

て
い
る
か
た
は
、
近
く
の
実
施
場
所
で

予
防
注
射
を
受
け
㌢
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
不
要
犬
は
遠
賀
保
健
所
衛
生

課
に
連
絡
し
て
引
き
取
っ
て
も
ら
う
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
と
場
所

1

0

月

1

8

日

午
前
　
水
巻
町
町
民
会
館

午
後
　
古
賀
区
公
民
館
（
6
1
棟
）
・

。

1

0

月

1

9

日

午
前
　
高
松
区
労
務
横

午
後
　
下
二
町
住
公
民
館

。

1

0

月

2

0

日

午
前
　
二
町
住
公
民
館

午
後
　
吉
田
ノ
三
公
民
館

。

1

0

月

2

1

日

午
前
　
吉
田
ノ
二
公
民
館

午
後
　
樋
口
公
民
館

。

1

0

月

2

2

日

午
前
　
猪
熊
町
住
公
民
館

年
後
　
机
社
宅
公
民
館

時
間
は
午
前
が
1
0
時
か
ら
1
1
時
3
0
分

ま
で
、
午
後
は
1
3
時
3
0
分
か
ら
1
5
時
ま

で
。な

お
、
こ
の
日
程
に
も
れ
た
犬
は
、

1
1
月
8
日
、
1
0
時
か
ら
1
2
時
ま
で
町
民

会
館
で
実
施
し
ま
す
。

▼
料
金
　
8
9
0
円
（
登
録
料
3
0
0

円
、
注
射
代
5
9
0
円
）

心
配
ご
と
・
法
律
相
談

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
次
の
と
お

り
「
心
配
ご
と
相
談
」
　
「
法
律
相
談
」

を
合
同
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

1

0

月

5

日

　

1

3

時

～

1

6

時

細

分

1

0

月

1

6

日

　

1

1

時

～

1

5

時

1

0

月

2

6

日

　

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

な
お
、
1
0
月
1
6
日
は
特
別
に
財
団
法

人
法
律
扶
助
協
会
福
岡
県
支
部
か
ら
弁

護
士
3
名
を
招
い
て
、
家
庭
事
件
、
土

地
謹
物
に
関
す
る
事
件
、
賃
金
・
売
買

代
金
・
手
形
金
・
給
料
請
求
事
件
、
損

害
賠
償
・
慰
謝
料
請
求
事
件
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

危
険
物
取
扱
者
の
資
格
取
得
の
た
め

の
試
験
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
日
時
と
場
所
　
1
1
月
7
日
午
前
1
0
時

か
ら
、
小
倉
南
区
北
方
北
九
州
大
学

▼
試
験
種
別
　
甲
種
、
乙
種
（
第
四
、

五
、
六
類
〕
丙
種

▼

申

込

日

　

1

0

月

5

日

～

1

5

日

▼
申
込
み
と
問
合
せ
　
遠
賀
郡
消
防
署

（

魯

0

9

3

2

9

・

2

・

1

2

3

1

）

乳
幼
、
児
の

生
　
ワ
　
ク
投
与

▼
対
象
児

二
回
目
の
服
用
　
生
後
2
ケ
月
～
1
8

ケ
月
ま
で
の
乳
幼
児

0
′
2
回
目
の
服
用
　
生
後
3
ケ
月
～
1
8

ケ
月
の
乳
幼
児
で
一
回
だ
け
服
用
し

、
て
い
る
乳
幼
児

▼
日
時
　
1
0
月
1
8
日
、
1
4
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

前
日
ま
で
に
町
衛
生
係
に
問
診
票
を

と
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
日

母
子
手
帳
を
持
っ
て
き
て
ノ
ヽ
だ
さ
い
。

環
境
整
備
セ
ン
ダ
ー

女
子
事
務
員
を
募
集

芦
屋
町
粟
屋
の
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

で
は
女
子
事
務
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
と
募
集
人
員

女
子
事
務
員
　
二
名

▼
資
格
　
3
5
歳
ま
で
の
女
子

▼
勤
務
時
間
　
8
時
1
1
7
時

▼
給
与
　
月
収
七
万
五
千
円

▼
申
込
み
　
9
月
2
9
日
ま
で
に
届
く
よ

う
履
歴
書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
面

接
白
を
後
日
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
先
　
芦
屋
町
粟
屋
、
環
境
整
備

セ

ン

タ

ー

（

魯

0

9

3

・

2

3

・

0

4

0

2

）

清
掃
作
業
員
募
集

清
掃
業
従
業
員
を
次
の
と
お
り
募
柴

し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
男
子
作
業
員
2
名

▼
給
与
　
月
1
0
万
～
1
1
万
円

▼
連
絡
先
　
岡
垣
町
遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン

タ

ト

（

魯

0

9

3

2

8

・

2

・

0

1

1

0

0

）

10月のし尿汲取予定
1日　頃末、猪熊

2日　頃末、猪熊

4日　唐熊県住、富田片山、滑石、猪熊

5日　鯉口、御輪地、革返、猪熊

6日　苫田垣添、緑風園、中央区、高松区

三ツ頭区、猪熊

7日　中央区、猪熊

8日　伊左座、立屋敷、吉田川端、吉田商

店街、月夜待、樋口

9日　吉田本村、車返、吉田県道筋、苫田

大橋、樋口

12日　机社宅、下二町住、上二町住、古賀

古賀区

13日　宮ノ下社宅、机、古賀区

14日　新生衝、古賀区

15日　吉田団地、鯉口区
1

16日　吉田団地、鯉口区

18日　吉田団地、松栄荘、頃末（6・11・

14区〕

19日　苫田本村、下二、上二、美吉野、．頃

末（15「18・25区）、松栄荘、頃末

（6・11・14区）

20日　吉田本村、伊左座、美吉野、頃末（

6・11・14区〕

21日　轡町住
122日‘古賀県住

23日　みずほ団地

25日み†ほ甲地
26日　みずほ団地、幼稚園通り、樋口

27日　幼稚園通り、梅ノ木区
1

28日　梅ノ木区

。29日　猪熊
、ｔ

日、、曜　在　宅　医
9月26日　楠本医院　内・児科　頃末　691・2873

10月3日　前原医院　内・児科　樋口　691・0553

10日　坂口医院　婦人科　頃末　691・2943

17甲楠本医院内・児科大膳橋093°24°0385

診察時間は9時～17時、原則として往診はしません。
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1
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